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あ
十
年
以
上
に
わ
た
る
寺
院
調
査
も
、
や
っ
と
終
焉
の
時
を
迎
え
よ
ぅ
と
し
て
い
る
•
思
え
ば
、
我
 

原
市
歴
史
サ
—
ク
ル
」
が
、
故
小
林
義
徳
氏
の
指
導
の
も
と
で
端
緒
に
つ
い
た
の
が
平
成
元
年
八
月
の
こ
 

た
•
記
念
す
べ
き
最
初
の
訪
問
先
は
下
中
屋
の
「
西
入
坊
」
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
以
来
す
で
に
十
年
- 

月
が
経
過
し
、 
市
内
に
あ
る
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
を
調
査
し
終
え
た
こ
と
に
な
る
 

•
そ
の
間
に
は
筆
舌
 

が
た
い
程
の
蹉
跌
を
幾
度
と
な
く
味
わ
っ
た
こ
と
か
：
：
、
サ
ー
ク
ル
会
員
の
中
で
も
最
初
か
ら
調
」

た
時
は
サ
—
ク
ル
そ
の
も
の
 

大
黒
柱
を
得
ら
れ
た
こ
と

'

歳
月
：

携
わ
っ
た
者
の

一
人
と
し
て
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る

•

な
る
指
導
者
で
あ
つ
た
小
林
先
生
を
不
慮
の
事
故
で
失
一

む
か
と
思
わ

我
々
の
偉
大

i

れ
た
も
の
だ
が
、
幸
い
に
し
て
足
立
秀
成
氏
と
い
う
菊
カ
ナ
*

 

r
フ
！K

彳
•
>

彳
 

月
一
回
の
活
動
に
お
い
て
当
初
は
順
調
に
進

ナ

こ

こ

次

第

に

壁

に

当

る

よ

う

事
無
き
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
•
そ
し
て
、
月
一
回
の
活
動
に

査
も
、
寺
院
側
の
都
合
な
ど
で
快
い
協
力
を
い
た
だ
け
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
次
第
に
壁
に
当
る
よ
-

 

遅
々
と
し
て
進
ま
な
く
な
つ
て
来
た
時
期
も
あ
つ
た
•
会
員
の
中
に
も
倦
怠
感
を
覚
え
る
者
も
少
な
， 

サ
—
ク
ル
の
羅
針
盤
を
預
か
る
者
と
し
て
の
苦
悩
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
つ
た
•

そ
ん
な
時
、
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
イ
と
旺
盛
な
る
探
求
心
を
持
つ
て
独
自
に
調
査
を
続
け
ら
れ
1

 

野
木
昌
氏
で
、
特
に
終
盤
あ
た
り
で
は
彼
ひ
と
り
で
調
べ
ら
れ
た
寺
院
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
•
従
つ
一
 

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
、
歴
史
サ
—
ク
ル
の
記
録
と
い
う
よ
り
小
野
木
氏
個
人
に
よ
る
集
大
成
と
」 

も
の
で
あ
り
、
き
つ
と
後
世
に
残
る
貴
重
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
.

そ
ん
/
*
 ta

 
,

野
木
昌
氏
で
、
特
に
終
盤
あ
た
り
で
は
拔
〇
と
り
 

に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
は
、
歴
史
サ
—
ク
ル
の
記
録
と
い
 

も
の
で
あ
り
、
き
つ
と
後
世
に
残
る
貴
重
な
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
 

平
成
十
年
十
二
月

各
務
原
市
歴
史
サ
—
ク
ル
代
表

大
堀
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妙大瑞長永前絶一霊殊目大密蓮明當中前當前當開 
心興龍城宗長山超泉山證拙堂社心庵興住山住寺山 
開正開老冨宗玄直観槃禅野一嶽無開趙妙昔日 
山宗山安庵壽道入道愚築斧状'譬染基翁心賢照 
勒國持上主庵庵上上上上上首在尼和大珠和 
賜師賜座主主座座座座座座仙上尚恵和尚 
大 和座大尚大
和 尚 禅禅禅
@ m gfp m

僧開位れて☆ 
正山やての当 
護持歿い住寺 
命賜年る職院

叔寂寂寂寂叙寂寂寂寂寂寂 
年年年年年年年年年年年年 
イ、 ィ、ィ、ィ、可、可、不、不

享寶
保暦 
九龍 

m甲禾
辰六

子：

四七

年 六 
九一 
月年 
初五 
六月 
日二

^ 利月

詳詳詳詳詳詳詳詳詳詳詳詳寂詳寂

に同名のp 
つ寺を古E 
いの探代f 
て位求山1\ 
は牌す田^: 
詮をる寺1& 
索調のにp 
不ベはっ’明 
可る不い 
能こ可て 
のと能は 
為にで織 
、よあ田 
こりる信 
こ、。長 
で住たの 
は職だ兵 
た名、火 
だの事に 
列摘後罹 
記出中っ 
すは興た 
る可のこ 
に能山と 
留で田も 
めあ寺あ
たつにり 
°たつ、

0い旧 
して寺 
かは院 
し供に 
'養つ

あく恐粋部製合金ら利で塔 
っのらこがに蓋作金佐銭れしを、舎心 
た無くの伺もはさの波十るか納本利礎 
も染、製わ二宝れこ理文ヶしめ来容納^ 
の寺そ作れ重株てととがI 、たは器置 
と境れ年るの形かをは納ス実も重と銅 
確内以代。細のら云胡めも際の要し壺 
認に前は いつ千う銅らあ〖こ•なてへ々 
さSの明圏ま年•器れっは意使佐_ 
れか七ら線み以当•てた舎味用波 
てれ世かがを上の響い•利 をさ理 
いて紀で巡付の舎器たこを持れ製3 
るい前は らけ年利ととの納つた有

當前前當前當前當法崇本 
山住玉山住山住寺智複有 
再妙鳳璞月中普開圓 

山建心當堂 
塵山連 
外中和 
幹興尚 
和神禅 
尚應師 
大和 
禅尚 
師禅 

師

興光山成 
禅勅國 

玄師謚師 
法大大 
句和和 
和尚尚 
尚 
禅 
師

る半な さ、月容もの山め -＞も蓋 昭 明明
塔にい れそを器表伝田た 塔の婉 G和 治治
心作が 器れ経は現承寺訳 在二 

当— 三十
礎ら' 壁をた口さがので の舎i 二十 十一

石れ山 の取現径れあ有な 中利国 S九 几戌
のた田 薄り在十' る蓋く 心は指 am

外甲 丙寅
孔と寺 さ巻で•銅 0婉' に仏定 S辰 午^-'
と考が とくも三を かこ な教重 用へ

へ——

もえ七 併つ 'セ主 られ るを要 —i- 一八

ピら世 せま当ンに もに 礎開文 2九 九七
ッれ紀 てみ時チ錫 、代 石い化 5六 0八
夕て後 、座の、. 明わ にた財 S四 六­
リい半 当は輝高鉛 治る 穴仏° さ -年
一るに 時二きさ、 時貴 ヘ陀 て年 年九
致•建 の重を十ま 代金 舎や E十 正月
しこ立 優の失三た に属 利聖 二月 月二
てのさ れ段つ•は 出や 孔者 さ一 

れ— 拾十
、舎れ たでて四銀 土宝 wの ず十 二八
こ利て 金 'はセを し石 を遺 妙170 日日 寂 寂寂
の器い エ婉いン混 た類 穿骨 is 年 年年
礎はる 技のなチ合 際が ちの =寂 不 不不
石'の 術口いでし に納 、こ

兼七
務十 寂寂 詳 詳詳

に近で の縁•、た はめ 舎と —- 7\ 
才

内申

七
七
六
)
年
 
正
月
二
十
八
日



妙体 
心か現 
寺供在 
派養山 
時さ田 
代れ寺 
のてに 
もいは 
のる' 
も•歴 
含こ代 
まれ住 
れら職 
てのを 
い位始 
る牌め 
•は法 
こ '灯 
ラ-nを 
し宗守 
た寿つ 
残庵て
つ1-き
て以た 
い後尼 
るの僧 
古一の 
い七も 
多0の 
く〇と 
の年思 
位代わ 
牌かれ 
のらる 
—の位 
つ臨牌 
に済も 
'宗何

き伝郎寺に畑美 
な聞し兵が入を濃現 
かなか衛宗、つ買市在 
つどしの寿織たい保の 
たで纈耕庵田の受木山 
—知纈作^信がけ脇田 
人つ弥地は長最〜寺 
だて次は、に初そのは 
ろい右、も焼だこ纈、 
うた衛現とかとに纈享 
°も門在もれ云小弥保 
そのはのとてう庵次年 
のと、よ山か。を右間 
彼思そう田ら宗建衛へ 
はわこに寺一派て門一 
現れに文の七もてと七 
在るは化跡0そ-•云一 
の•か財地年の宗う六 
山しつ的にの際寿人S 
田たて価建後 '庵が一 
寺が護値ての臨U 、七 
のつ命のらこ済と伊三 
開て僧問れと宗銘吹六 
基そ都わたで妙を村年 
にんのれとあ心付のw 
納な縁な思る寺け小に 
ま情りいわ。派、林武 
つ景の時れに新三儀
てに大代る 
い背寺でが 
るを院あ' 
。向がつ伊 
け有た吹 
るつ•村 
こた の 
とこ ^ 
がと 林 
では三

察単その い央 と地う のの神 
す弁の尽伝ずとこも域しも瓦創社 
る•、力えれのの十支たと類建や 
と細かににの係よ分配地も他に加 
、弁つよよ説わう考の方とかつ佐 
寺.てつるfoりなえ安のこらい美 
は複のてと確を疑ら定豪ののて神 
七弁寺' '証密問れを族地検も社 
堂の領旧平がに点る確がに証そ、 
伽蓮と山安無しはの保 'はでのそ 
藍花思田時いて 'です中六も名れ 
を文わ寺代だい岐ある央七、がに 
備軒れはにけた阜る手の二石出彼 
え瓦る大此に各県•段政年川ての 
たや領寺の推務史と治の麻く墳 
大、内院地測氏で し的壬呂る墓 
寺本かと方ののも て動申説•だ 
で堂らしの域名当 、向ののだと 
あ西出て出をを時先と乱信が伝 
つ側土の身脱挙こ 進密の憑、え

な加郎郡 
つ納兵の 
た村衛保 
。のが木 
か少所脇 
つ林有村 
て寺しへ 
ののて現 
山傘い在 
田下たの

たにし風者 
こ一た格と 
と部塔をし 
が配心備て 
伺列礎え中 
えが石た央 
る見' と仏 
°ら舎云教 
れ利わ会 
る容れで 
礎器て活 
石 'い躍 
群鷓るし 
な尾•た 
ど瓦護 
かの 命 
ら他僧 
推' 都

- 5 -

しげの 
て、地 
い山方 
な田の 
い寺支 
°創配 
設有 
説と 
をな
打っ 
ちて 
出須 
し恵 
て器 
い製 
る造 
がで 
、中

文接折性一ら 
化にりは方れ 
の係に薄でて 
象わ活いはい 
傲つ躍と寺る 
でてし思島宮 
あいたわ一塚 
るた村れ帯古 
寺こ國てか墳 
院と男いら。 
のも依る出そ 
建あな•土し 
立つど して 
にてが て' 
努 'いい旧 
め自て る山 
たら' 各田 
このこ 種寺

れ妻酉改 
たてか子へ新旧 
だいつと六に山 
此たて共四よ田 
のが 'に九る寺 
石、こ自-功は出 
川五こ害年績、
麻年のし三に蘇 
呂の山て月よ我 
に春田果、つ倉_ 
つに寺て異て山祀 
い死をて母右田 
てん紹い弟大石 
はで介るの臣川 
、いし•虚に麻 
こるた当言ま呂 
の者も時にでが 
地がののよ累創 
方建の山つ進建 
にて中田てしし 
係らに寺謀たた 
われ大の反人と 
りる化場の物い 
がの五所疑とう 
あは年はいし伝 
る不に、をて承 
こ自石現掛知が 
と然川在けらあ 
はだ麻はられる 
確*呂桜れて。
かが井、い石 

創市大る川 
建で和が麻 
しあの' 呂 
たる山大は 
と•田化大 
書寺五化
か で尸の

に護 
大命 
僧僧 
都都 
、は 
中平 
央安 
で初 
活期 
躍の 
八僧

四こ 
年の 
に地 
没の 
^出 
身 
で 
弘 
仁 
七

木木木木そ
護古山善の 
命瓦田光他 
塔類寺寺 
。。跡奥 へ礎院 
護石九 

群頭 
へ龍 
県王 
指権 
定現 
の御 
史玉 
跡•

尊

山 
田 
寺 

無塔 
染礎 
寺石 
境一 
内舎 
に利 
置容 
か器 
れと 
て共 
いに 
て国 
、指 
詳定 
細重 
は要 
無文 
染化 
寺財 
のw 
項 
で 
述

院の屋様る 
跡川他根'。日 
全原にに雨こ本 
体寺こ飾をのに 
とでこら降一＞ 渡 
も用かれら脇っ 
共いらてせした 
通ら出いるはの 
しれ土た魔、は 
てたすと力中飛 
い同る思が国島 
て系瓦わあの時 
'統はれる伝代 
中の、ると説で 
央紋建•云に、 
と様物わ出鷓 
のがの れて尾
繋使軒
がわ先 
りれを 
がて飾 
あおる 
つり軒
た、丸 
とこ瓦 
思れや 
わら軒 
れは平 
る美瓦 
。濃な 
地ど 
方当 
の時 
古、 
代奈 
寺良

るくは 
た想鎌 
め像倉 
'上時 
火の代 
災海こ 
防魚ろ 
止でま 
の、で

い建山 
る物鴉田 
。の尾寺 
屋瓦鵲 
根は尾 
大 '瓦 
棟かへ 
のつ長 
両てさ 
端中五 
に国七 
飾の- 
ら晋四

た紀三 
物元i 
で前〜 
'六.

ま日使 
じ本わ 
なのれ 
い城た 
とにと 
し見云 
てるわ 
建號れ 
物とて 
の同い

般〇 
家\: 
屋四 
で0 : 
云0 . 
う年 
鬼代; 
瓦一 
との 
同時 
じ代 
主か 
旨ら 
を、 
b大
つぎ
てな



彼 ににえ うなに 地のい 
，は法な師ら国しどは•-方中う護 

菩汝こ進る事れ分たの既□豪に、命※ 
き独のはとして寺環堂に本族 '俗は 
かり時鑑護、いに境塔大高で各姓天_ 
な能護真命吉る入の伽人僧あ務は平0 
、く命とは野•つ中藍を伝つ郡秦勝 
善律を共 '山尚たでが凌文た大氏宝 
きに評に僧に-1護育建ぐ抄こ領と二合 
か遵し渡の入続命つち学kと '伝a p 
ないて来法つ日はた、識にが秦ぇ寅 
、、、し進て本 '護秦がよ分良てへ
汝以 た に苦後二 命氏ある か 実 い七
はつ 律 つ行紀年 は ちつと る の る五
則て 僧 い十1-も こた' 記 ° 0
ちか で て七にす 自 れこ護 へ 載康V

後の 沙才よる らと命 柱 が保年
世脆 鑑弥でれと と のがは あ二、

の曲 真 戒得ば法知寺伺十： 乙孝
優の な な度'華 識 とえ才 寺 丑謙
婆者 ぎ ら、十. も 何るで 伝 秦 へ女
離を あ び十五最身 ら°美 は

±1. 氏九帝
一し 
5て 
二之 
也を
し観
とじ
、て

激自
賞ら
し綾

とに九才勝にか当濃：が六の 
は儀才で二就の時国：当五時

て°申寺をた
こせ 活 ハ' の暗
とし 躍 七万唱
がむ
伝。
无

し 六耀し
た 八大た

ら
れ

一法と 
年師伝

_と寺る=てっ郡 
はをがt各美で 
確含 '7K務濃生 
かめ十g氏国ま 
で平才gと司れ 
'蔵当=並解た 
そ寺時''-ぶUと

も 壊大たいも 
居こしき明がた、こ 
たつてな治、•江の 
ち勝寺時生こ戸歴 
が手が代前こ中史 
•気にあはこの期に 
とを持つ 'う寺か名 
利つたましのらを 
かてこだた近明残 
せ行とこ状く治し 
てくをの況ににた 
注者物辺を住掛旧 
意が語り編んけ山 
をいるは集でて田 
した適竹者いの寺 
た。溝薮にた時、 
処やでも水代現 
で石昔語野の在 
聞垣のつ朝なは 
く もまて吉か県
耳あまく翁でが

律制の故部い因こ分：時-代 ず 、み

宗を神郷‘た縁の寺=こ年に 村や
のう護を百はが地に：のに美 か 人礎
総け景離論ずあに入$地出濃 无 の石
師て雲れそでつはつこにさ国 つ 中が
とい二元のあた山てあれ各 て にあ
しる戌興他るこ田いgつた務 文 はつ

つのれは、史 
た石た、多跡 
が積•十くに

年人定 
前のし 
に手て 
九にい 
十よる 
六つそ 
才ての 
で持貴 
亡ち重 
く去な

、た 
そ。 
んこ 
なこ

が 
、古 
実代 
際の 
は山 
全田 
く寺 
異跡 
質に 
の、

寺新 
とた 
いに 
う再 
こ建 
とを 
にさ 
なれ 
るた 
。山 
田 
寺 
は

石に なら礎 
垣は られ石 
を' れて類

—

為何置濃
如 S様候州 

=之所各一日
和 元 2儀=務札

J申今郡;^
5人度伊事 
=御越吹
2座前村 
如候む 
&共岡内 
#如寺

尚 文

様 年
巳
十
舂
月

右日島 
一和宗 
扎尚寿

濃 請01庵
州 人差一

武 之上箇
宗 儀 衆申所
宙 郡 中候並

保 f所二
木 て相三

源 脇 急違十
右 村 度無三
衛 糸L御所
門

印

明座観 
可候音 
被共 
申若二 
候It我
庵ク

於相
テ求

云し和のたが 般えの-!
うた当尚源庵可あ安 的る中こ開
呼こ時を右は能り置 で。にこ基
びとここ衛そ性、さ★★★★★は厨-^の 
名ものの門のもひれ心本山法源な子院古香 
であ寺寺•後あとて浄成田雲徳いの殿い梅 
現っのに宗」るきい院院寺院院気扉位院 
在て管招宙元がわた殿殿殿殿殿がにと牌華 
に、轄きへ文、目も養即久覺流す印彫群岳 
至古を寺纈二読をの岳現翁室嶽るさらは政 
っ代し格纈丁み引は以法松清漸。れれ、春 
てにての弥巳取く金天身山圓東したた寺居 
い使い向次へる。箔居大居大居か違三を士 
るった上右一こそで士姉士姉士しい体守し
。て役に衛七との飾|_ _ _ |確魔のっと

証の位たあ 
は羽牌住る 
なにが職文 
いは目の字 

〇 'をもに 
位下惹の憶 
牌部くが測 
にに•殆を 
は一寺ど走 
他本にだら 
にの因がせ 
妻線縁' る 
女をのこ• 
の加あの 
銘える位 
もた武牌 
書家家に 
か紋の囲 
れももま 
てあのれ 
いつとた 
たても厨 
。一思子

そい所努門三は黒ら 
のたのめ•七無塗れ のた考 
い山笠る宗'^理りて^線旗え 
き田松。寿年なのいgも本ら 
さ寺代の十よ厨て；^考のれ 
つの官——う子、2え菅る 

族月だの他ら沼の 
力、、。裏の5れ氏は 
:堂面住だるか当 
一守に職，が、時 
がではの$ 、あ此
、あ 、位=定るの 
越つか牌=かい辺 
前た つと：ではり
国濃て比$な天を 
松州文較=い領分 
岡武字し$ 。直割
円儀がて± 轄し
城郡書も=のて 
寺保か格气関治 
の木れ段 係め
如脇ての 旗て
日村い差 本い

を寺青 
記号木 
し使次 
た用郎 
古を九 
文許郎 
書可が 
が。' 
寺同如 
に名日 
残の和 
つ，尚 
て山に 
い田心 
た寺酔
。し帰

と依



鵲尾瓦

木木

施無 
餓縁 
鬼法

ご
月三 
二月 
日中t 
w旬［

木木

地釈 
蔵迦 
尊如 
，来 
盆忌

月十 
十五 
六日
B ^
一木

釈
迦

来
誕
生
祭

四
月
八
日

へ年教空し 失に伏なのをた天に立の年て
八に界海か望勅としつ離そ試日護皇提の要にそい 
二はののしに拾続し許こ六て脱のみ本命は出意求はのる 
四1指詩、於遺日たをろ月論を主てにら 'し思に大後• 
^大導文天て往本護得が四争計張いもはこたをた僧高 
年乗者を長暫生後命て最日しるする無つれの明い都僧 
九法と編四く伝紀はい澄にたもる•か最をはらすにへ 
月相し集^稽しし翌るの五所のと二つ澄僧此かるなの 
十研てし八留に卒、。宿六謂でこ平たが綱のに対つ道 
—神、た二すは伝弘護願才宗あろ，と理に年し応てを 
日章最，七1-、に仁命はで教つは=し想付のたでか上 
、しも続一と一＜よ十に、死論た、:てとし五のあらり 
兀を相遍年あ護る四と藤亡争•従二こすて月はるの大 
興著応照一り命とへつ原しで護来られる討だ弘。難同 
寺しし発月、は、八て朝たあ命行”を大議っ仁最事元
にてい揮八こ父古二は臣 
於い人性日れ母京二全久
てる物霊ににを^ 一く嗣 
寂。と集はよ訪^年承や 
。他絶補 'れね山、服良 
に賛閼護ばん田辞し峰 
著し抄命各が寺表難朝 
述て1-は務たにをい臣 
もいに僧野め屏提痛安 
多るは正のに居出恨世 
く * 、に山、しし事の 
残そ護任田たててで暗 
しの命じ寺まい僧あ躍 
て護がらとたた綱つに 
い命字れ云まとをたよ 
る天徳僧う旧伝離•つ 
が長優綱こ里えれて 
、七れにとにるて 、 
承へ、帰に出•い死 
和八我りなてさる 後
元三が咲る山ら*七 
甲〇国く 。田に 日

寅w仏。寺、 目

）はわこ握乗さた元澄は 
た最れ:!：り寺せ•へが、 
。澄て稟潰なたそ八そ最

戌

がのきとしる 
'唱たsても 
弘え戒5了しの 
仁る壇=まは 
十新に，つ、 
三仏よSた天 
へ教るtが竺 
八に授;J 、に 
二対戒=最も 
二しをg澄無 
一て否=はい 
年、定Sそ、 
三旧し：の大 
月仏後唐 
、教僧；^もに 
最側綱3何も 
澄の支度無 
は中配かい 
病心よ申• 
にとり 請ま

•の一の澄 
主八弟と 
旨'^子の 
を年た論 
要 'ち戦 
説そにで 
しの小あ 
た勅乗つ 
1栽戒た 
請を棄• 
菩仰捨い 
薩ぐをわ 
出た宣ゆ 
家め言る 
表に、大
*■、大乗ノマ
に嵯乗戒__ 
対峨戒壇i 
し天壇設^ 
て皇設立



並本開開宗住 
び
に尊基山派職
法 一
^ 勘

仏 ^

聖水蘭臨平

世惣慈宗慈
音七芳妙雲

禅心尼
通伊師寺
吹二派

r岐各
E阜務5阜パスg

道励!.各_) L乗原

蘇原ん，易 〇ス蘇ft崎町

2 丁目 :い：：'■

八原寺
下島

頭.市民 車町
サービスセンター

八雨二

3原第- 
小字校 

野□町1丁目

六歩十

蘇原寺島町 八分番

原支E
〒f大神宮

f M

尊一鉢の由来

現場見取

I



平：慈慈 
松慈法仙 
慈法尼尼 
雲尼和首 
尼和尚座 
へ尚禅 
現禅師 
住師 
職に 
一つ昭 
い和 
て四 
は十 
、四 
戦己 
前酉•

学一 
校 九 
で六 
裁九 
縫へ 
を年 
教十寂 
授月年 
さ三不 
れ日詳
て
い：w 
た：

日のこ0 と 
以十のwそをし 
前二文年の考か 
で月政にかえし 
'十十新っる' 
十□三たてとか 
—は年に存、っ 
月 'に前在こて 
迄西つ記しの隆 
の暦いのた地盛 
間一て水-!にを 
と八は野無も極 
い三、惣禅そめ 
う一十七庵うた 
こ年二に1-し大 
と一月よをた安 
に月十り再寺寺 
な二日建建が地

はたれへ祖 
分山て一祐こ
建八尼こ_ 
つ三のの^ 
て0時文 
い-代机 
た年のに!^

か田 
ら寺 
なの 
い寺 
•有 
地

.汁

寺

の七物は 
が月で、 
廃八あ-' 
庵日る圓 
と付。通 
なけ現山 
っの在普 

つて記'門 
い録寺禅 

塔た帳に庵 
頭•に残し

十 に 立と あ 内 •も上 るの
三 天 /一Vい 〇 に 1とる 縁墨
日 保再う た b ，もと 起書
に元建意 と こと、 書き
な 年 ?味 し 数 はか へが
る と 一も て か だこつ 開残
改 さ含 b 寺 とのて 基さ

従元れめ不が も寺こ 、れ

〇 さ たて 思あ 思、の 水て
て れと、 議 •〇 わ往地野い
建 て 記文で た れ昔に 惣る
て い 録政 は と る僧は七•
ら る し十な伝 が堂-1 が創
れ て三 い 无 'に無 遺建
た正 い康 ら 詳三禅 しさ
の 確 る寅 れ 細千庵 たれ
は に 〇 て に人し 文た
は た一 い つをと 政翌

こ だ 八 る い容呼十年
てしば三の

へ各天：机 
の文蘭別註務保a ° 
跡化陵名•郡二=
を十と。天曾卯^
継三は吉保原天^
ぎ丙、良二郷孟^ 
'子大辰年之冬^ 
嘉へ安はは内吉 
永一寺吉、寺良=

六八の日一蔦辰= 
癸一再と八 .
丑六中同三圓現=

興意一通大^
—年を°年山安了 
八、し一で普蘭：
五笹た辰創門陵•
三野第は建禅添 
^妙十、の庵焉 
年光四辰翌佛^
五寺代の年前 
月よ蘭日に用 
二り陵の当現 
+大慈こる住 
四安芳と•祖 
日寺のか孟祐 
ににこ：冬代 
寂転と？はし
W ff •一'
'和陰 
同尚暦 
寺は十 
琢' 月 
宗 の

つでて
たあい 
°るた 
そ1 
のかの 
舎つを 
利て、 
容こ明 
器の治 
のあ時 
ほた代 
うりに 
ははな 

' ' 0 
現七' 
在堂土 
近伽地 
く藍の 
のを人 
山有達 
田しに 
寺隆よ
に盛つ 
保をて 
管極此 
さめ処 
れたに 
て山運 
い田ば 
る寺れ 
°のて 
敷き 
地た 
でも 
あの

木 
山

はさ1れれ 田 
'れ卜るた硬寺 
深てル•山砂跡 
さい廿塔田岩塔 
四て五心寺製心 
セ、セ礎との礎 
ンそンの呼こ石 
チのチ規ばのへ 
か表。摸れ塔国 
ら面高はる心の 
七部さ、古礎重 
セのが礎代石要 
ン柱約面寺は文 

地一基ン付た舎十チ座九の院、化 
では十長の七財 
円、セ径、世指 
形直ンが塔紀定

にで火をとるセ 
も指あ葬合鉛•ンさ 
と定る骨わ•こチら 
もさ•をせ錫のメに 
とれ昭供たの舎Iそ 
こて和養高合利卜の 
のい三すさ金孔ル中 
礎る十るがでかの心 
石•六舎十造ら舎に 
はへ利二ら発利は 

、 一信.れ見孔、 
現九仰八たさへ直 
在六にセ盍れ仏径

よ-ずチきと利六 
り 年いメの思容セ 
五にてI婉わ器ン 
0 、、卜^れをチ
メ こ塔ルでる納、 
I の心あ、舎め深 
卜 塔礎る大利るさ 
ル 心の。き容た十 
ほ礎舎舎さ器め五 
ど と利利ははのセ 
西と孔容径、円ン 
方もに器十佐形チ 
の に納は•波のメ 
竹国め、三理穴I 
薮のるもセ製ート 
の 重たとンのがル 
中要めもチ有彫、 
に 文のと、益ら底 
埋化も釈荐婉れ辺 
も 財の迦と一てが 
れ にでの婉銅い六

に径チ約のの、 
彫がメー 中後 
ら約Iメ心半
れ八卜Iのハ
て十ルト芯約 
い五。ル柱千 
るセ礎五を三 
•ン石0支百 
チのセえ年 
メ上ンて前 
I部チい''- 
卜は•たこ 
ル滑短もの 
、ら径の地 
そかがだに 
のに約と建 
部加一思立 
分ェメわさ

代

住

職

.
註
•
当
山
の
開
山
は
大
安
寺
十
四
世
、
蘭
陵
慈
芳
和
尚
禅
師
で
あ
る

•

祖

栄

尼

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 
(
寂

年

不

詳
)

{

文
政
十111

年
2
二
八
三
ど
は
rM山
s
、UQ

七

月

八

日

水に
！！

立
協
力
— 
！T

当1

主
.

祖
祐J!

の
名
も
t
 
•

 

O
S
政
十
三
年
は
 

十
二
月
十
日

tc天

保

元

年

と

改

元

•
従
！'
-

C
元
年
は
廿
日
ば

t
fcc.す

arな
い

J

)
祖
祐
尼
.(8Q

文
机
の
裏
に
、天保二年「«l]s
s
年H
s
s
l
.
現
住
祖
祐
代
と
あ
る
)

：g

年不S
.
.
.

こ
の
間
不
詳
.
.
.
.
.

木
蓮
花
紋
軒
丸
瓦
 
寺
領
敷
地
内
よ
り
出
土
)

歴

初
代

中
興
二
代
 

三
代

四
代



木木木木木
秋盆釈春釈g
季施迦季迦g 
彼餓生彼涅 
岸鬼誕岸槃 
会会会会

年 
中

九八五三三事 
月月月月月y 
^十八-十 
六日五 
日w 日

たにをつ見人大陵う 
いめあなといら縁の安な和者こ 
ず後たおりてれ起祖寺お尚がの 
れをり前-＞はる書祐かこを一建 
に継、記無、がへとらの勧念立 
しいその染当、記いは建請発に 
てだこ寺寺時こ録う1立し起際 
もとにに1-のの帳庵柱に大、し 
、云書残と売二V主建つ安自て 
寺うかさ名値人にさ御い寺己は 
はこれれを価ははん手てのの、 
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代四 を教しらに休間こつの帰
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薬のそさの代、|れて 
王とのつ霊に泰ツるい 
寺き祝に験入澄はがる 
S七いよにり大大、が 
宮堂のりよ、師洞詳定 
代伽為、つ聖がの細か 
専藍に天て武問願にで

で

々大琳と、平、天堂成つは 
•島寺十清十厚皇を寺いな 

二水七見の現にてい 
浄坊寺7郡命願あは•

宗あ亡を'
•つ盍吸年 
てと合に 
本し藤 
願て原 
寺各純

あ清歴 
っ水史 
た寺で 
と^''は 
思願天 
わ成平 
れ寺十 
るw九 
•をr 
中亥

念日
寺輪
一寺

がに酉日を成る不し 
創対へ野受寺•明か 
建し七のけの 
さ聖四郷大あ 

常下れ武五に佛る 
之た帝^金を地 
保•よ年王鋳に 
へりに丸る移 一-1はとエし 
如、い人、

とし
さ一

れ般
て的 
い見 
る地 
•か 
たら
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居のえ飛型った際ノい撒で戦従下ちを出と光 
たノ寺 '行1-てここ、|たか兵常争こっかが昭知さ寺見景 
よI院恥しが吠のとノスよれ隊駐末のたら当和るれ院らは. 
うスにずな郷え時がIアうて用し期あ行集寺十人たのれ絵む 
でア駐かが土た浄あスメにい卜たにと事まの七も後仏なにか 
こメ留しらの•念っアリ思たイ•な村にっ本へ少は具くなし 
のリしきM空当寺たメカうのレ高るのはた堂一な暫やなっ昔 
時力た事をを時に•リン•はは射と常、四を九く く梵って三 
代ン兵な振征の在力と終消寺砲、会広〇拠四な石鐘たい千 

ンP戦毒門隊浄やい才点二っ製が•た年 
戦五間ののの念、寺前に^たの、 •： 
閼十近主道兵寺小の後し年•釣戦そ： 
機一の旨路隊に学本のて、り争 ぅし

'は隊りり空筆駐 
暗水は情合中者し 
い冷四け図をのて 
嫌式十無せ' 日い
な '過しる血記た 
思我ぎ•も迷に兵 
い々の此無えは隊 
をに應の駄る、が 
何も召為な友飛、 
処明兵味り軍燕寺 
のらが方•のをの 
寺か中の曇對改敷 
もに心少天空造地 
経識だ数の機しの 
験別っ機為関た隅 
しでたが、砲空か 
てき• '翼陣冷ら

の戦昭もにでは生堂男、大
—闘和あ沿、九たはた一日
部機二つつ高州ち利ち週本 
八が十たて射出の用•間翼 
機約年の、機身常さ大の賛 
内百七だ汲関の会れ東研壮 
外機月ろ取砲陸がる亜修年 
が '二うりを軍月こ戦を団 
’名十•式備少にと争実が
高古日このえ尉一がを施結

いた一稲のが式撃
た• 0葉日友のつ 
•兵二郡の軍陸高 
隊型内丸機軍射 
ははにををの機 
戦空不認撃戦関 
後冷時識つ閼砲 
fo式着困：機が
暫です難 ，空

く米；と低一に
寺軍•は空◦向 
に機云を二か

空屋はの簡、が回多勝し成 
よ•暴頃易寺 '本かちたさ 
り豊天 '便内三堂つ抜•れ 
各橋で諦所に十でたく当る 
務•金賢が炊人行•た時と 
原浜曜住設事程わ 
の松日職置設へれ 
軍•、はさ備一る 
事岡午兵れを個よ 
施崎前役 '持小う 
設を十に常つ隊に 
を銃一就時て''-な 
銃撃時か石いのつ 
撃し前れ灰た兵た 
した後てが•隊•

め地' 
の域稲 
、に葉 
国残郡
のつ下 
指ての 
導い代 
方て表 
針'者 
に郡た

鐘遂 
が行 
吊の 
ら名 
れ目 
てで 
い供 
た出 
がさ 
、せ 
そら 
のれ

後る 
現。 
在こ 
のの

梵浄 
鐘念 
に寺 
替の 
ゎ梵 
り鐘 
、ち 
当、 
時供

しそ 
たん 
のな 
ど歌 
か詞 
なか 
風ら 
景始 
もま 
、る 
戦歌 
中声 
にが 
入、 
り田 
非園 
常地 
事帯 
態や 
が村 
宣の 
言中 
さを 
れ進 
るむ



現場見取

55••徒 丁 
S歩目 
，十二 
ミ五十 
〇分一

二地

並本開開宗住 
び
に尊基山派職

Fhf正福寺 小町酒造

伊吹町2丁目
挂雲寺

赤羽根町

島崎町3丁目

\岐阜パスP吹）?3所 1M加.各8雄 W8i2)

木
当
寺
は
現
在
無
住
職
の
ま
ま
で
、
も
っ
か
廃
寺
の
状
態
を
呈
し
て
い
る
が
、
芥
見
眞
聖
寺
住
職
兼
務
と
い
ぅ
形
で
、
い
ず
 

れ
新
堂
建
立
を
計
画
、
住
職
の
御
兄
弟
の
一
人
が
黄
檗
の
灯
を
継
ぐ
べ
く
信
徒
総
代
の
金
武
和
彦
氏
他
が
管
理
•
寺
院
の
中
の
 

仏
具
な
ど
を
真
聖
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

正
福
寺
の
歴
代
住
職
に
つ
い
て
は
、
無
住
の
期
間
も
多
く
、
寺
領
地
の
裏
手
に
供
養
さ
れ
て
い
る
墓
石
碑
そ
の
他
か
ら
の
抽
 

出
に
よ
り
、
概
ね
の
住
職
名
を
記
す
。

尚
、
大
正
三
(
一
九
一
四
)
年
十
月
に
、
当
寺
の
山
田
俊
道
住
職
か
ら
黄
檗
宗
管
長
に
提
出
さ
れ
た
寺
院
資
料
も
参
考
に
し
 

て
、
歴
代
住
職
名
及
び
在
住
の
尼
僧
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
•
当
寺
の
裏
手
に
は
尼
僧
の
墓
碑
も
あ
り
、
当
寺
院
の
歴
代
住
職
 

の
順
序
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歿
年
順
に
記
し
た•

(

山
田
俊
道
住
職
の
提
出
記
録
は
総
代
の
金
武
氏
保
管
)

こ
の
調
査
に
当
っ
て
は
、
総
代
の
金
武
和
彦
氏
及
び
門
徒
'

 

真
聖
寺
住
持
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
編
集
が
で
き
た
こ
と
を
感
謝
 

す
る
。
無
住
寺
の
資
料
と
は
い
え
地
域
の
歴
史
的
資
料
で
あ
り
、
残
せ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

—
網集T

木
歴

代

住

®

東
州
衍
賢
大
和
尚
禅
師
.

他

寂

二
世

三
世

:

貪
延
四
辛
未
(
一
七
五
一
)
年
七
月
二
十
四
日
(
s
s
^
s
しない 

(

註
•

寛
延
四
年
は
十
月
廿
七
日
に
寶
暦
と
改
元
•
篦
延
が
正
解
)

木
玉
嶺
祖
主
座
禅
師
.
.
.
.
寅
暦
六
丙
子
(
一
七
五
六
)
年
十
一
月
.
.
.
.
.
.
.
.
.

寂

木
法
蒲
院
覺
花
智
光
禅
尼
.
.
.
安
永
四
乙
未(I

七
七
五
)
年
十
月
十
五
日
.
.
.
.
.
.
.
菽

北
宗
如
龍
大
和
尚
禅
師
.
.
.
安
永
七
戊
戌(I

七
七
八
)
年
二
月
十
日
：
5
に1
才
衾
る
.
.
寂

(

師
の
東
州
禅
師
に
敬
意
し
て
墓
碑
は
二
世
だ
が
実
質
は
一
世
：
か
'

天
桂
真
枝
和
尚
禅
師
.
.
{

s
s
s
^
A
J
V
g

ぁり)
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

示
寂
年
不
詳

四
世
 

中
興

五
世

他
に

鐵
蚣
高
和
尚
禅
師
.
.
.
.
.
寛
政
十
二
庚
申
(

木
真
智
上
座
.
.
.
.
.
.

文
化
四
 
丁
卯
(

大
圓
通
鏡
和
尚
禅
師
.
.
.
.
文
政
十
一
戊
子
(

祖
宗
孝
道
尼
首
座
.
.
.
.
.
明
治
二
十
七
甲
午

木
.
正
眼
智
開
上
座
.
.
.
.
大
正
十
辛
酉
(

山
田
俊
道
瑞
大
和
尚
.
.
.
.
昭
和
十
五
庚
辰
(

木
西
本
紹
堂
師
.
{
5

無し)
.
.
昭
和
五
五
庚
申
(

木
井
川
旭
光
師
.
(
5
1

し)
.
.
昭
和
六一

丙
寅
(

木
微
咲
院
観
月
智
仙
大
姉
.
.
.
明
和
六
乙
丑
(

八
0
〇
)
年
四
月
六
日
.
.
.
.
.

八
〇
七
)
年
四
月
 
一
日
.
.
.
.
.

八
二
八
)
年
四
月
十
七
日
.
.
.
.
.

一
八
九
四
)
年
三
月
二
日
.
.
.
.
.

九
二一)

年

一

 
月
 
二
日
.
.
.
.
.

九
四
〇
 

)
年
十
二
月
二
十
三
日
.
.
.
.

九
八
〇
)
年
五
月
六
日
.
.
.
.
.

九
八

I

 
)
年

九

月

.
(

IES
S
S
了
…
没

七
六
九
)
年
五
月
十
五
日
.
.
§
3
 
:

木
寺

宝

•

無
し
•

伊

吹

山

正

福

禅

寺

_

I

各
務
原
市
蘇
原
伊
吹
町
 

一■ 

||

岐
阜
バ
ス
蘇
原
下
車
北
へ

無
住•

『2
2
北方j

 
(
S
先•
芥

無
住
職
.
(
岐
阜
市
芥
見
’
眞
聖
寺
後
見
)

黄
檗
宗

請
)
東
州
衍M

と
賢
禅
師
(

寛
延
四
年
七
月
-.十
四
日
■

遷
化
)

 

北
宗
如
龍
禅
師
：
S
S
S
2
S
S
:
■

小 l
^
s
i
s
s

cos
ぁり)

聖
観
世
音
菩
薩
 

s
s
K

co.g
^
s
.
s
i

s
s
2
s
'

s
s
、l
s
^
s
 供*
 

弘
法
大
師
.

地
蔵
菩
薩



そ恩と はのと崎の 
れ林しこ全末なの禅萬黄 
に寺ての国寺る興師暦檗 

' •親岐にを•福は廿宗f 
各そし阜約有以寺臨年は＜ 
務しま県五し後•済へ禅I 
山てれに0た徳崇正一宗 
の此ては0と川福宗五の 
前のい約ヶ云幕寺第九一 
听各る三寺わ府で三二派 
の務正十のれの住十年で 
清原法ヶ末て庇持二V ' 
見市寺寺寺い護"世に元 
寺で■•がをるを寛を生来 
とは関存有•受文名まは 
当東市在し明け元乗れ臨 
’島のして治て辛りて済 
正町小てい維多丑 'い宗
福の松いる 
寺！？寺る° 
が蔵.。
あ寺そ内 
る•れ訳 
•熊には 
田臨岐 
町川阜 
の寺市 
平。芥 
蔵瑞見 
寺浪の 
^市眞 
無の聖 
住明寺 
羊白，’ 
i寺清 f。水 
■寺。
m市同 
のじ

大東く 
寧禅大 
寺寺仏 
住°町 
職高の 
兼山篭 
務市大 
―の仏

新くへ明るで 
後の一末•あ 
に弟六のへつ 
は子六頃以た 
臨を一、下. 
済育^承詳宗 
宗し年應細祖 
黄、、三は隠 
檗門京甲寶元 
派下都午蔵禅 
/■-Sののy-N寺師 
萬弟宇一のは 
福子治六項' 
寺はに五に中 
派全黄四記国 
^国檗一載の 
かに山年'^福 
ら末萬七建 
黄寺福月 
檗を寺に 
_がパ 
に創開二 
名°創才 
祢当さで 
を時れ渡 
換はる来 
え約やし 
、千開て 
現五山'
在百祖長

伊
吹
山
正
福
寺
に
つ
い
て
の
詳
細
は
定
か
で
な
い
が
、
寺
伝
の
由
緒
で
は
、
古
い
年
中
に
徳
崇
と
云
ぅ
僧
が
居
て
堂
宇
を
建
 

て
た
。
し
か
し
無
本
寺
の
た
め
近
く
の
臨
済
宗
「
陽
徳
寺
」
の
末
寺
と
し
た
と
あ
る
•
だ
が
、
寶
暦
八
年
(
一
七
五
一
)
頃
、 

そ
の
僧
が
死
去
し
た
た
め
無
住
と
な
り
、
堂
宇
は
荒
廃
に
任
せ
る
こ
と
約
十
年
を
経
る
。

こ
ぅ
し
た
状
況
を
見
て
、
明
和
四
丁
亥
(
一
七
六
七
)
年
四
月
、
鵜
沼
村
の
林
佐
之
右
衛
門
•
小
伊
木
村
の
佐
森
畏
三
郎
の
 

二
人
が
尾
州
犬
山
の
先
聖
寺
前
住
職
で
あ
っ
た
北
宗
禅
師
に
帰
依
し
、
一
寺
建
立
の
思
し
召
し
を
受
け
て
奔
走
す
る
こ
と
数
ヶ
 

月
。
大
破
し
て
い
る
当
寺
の
再
興
を
期
し
て
本
寺
で
あ
る
陽
徳
寺
に
末
寺
を
離
れ
る
由
を
交
渉
、
こ
れ
を
永
々
譲
り
請
け
、
堂
 

宇
を
新
築
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。

当
寺
の
再
創
建
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、
残
さ
れ
て
い
る
書
類
で
は
、
そ
の
年
の
拾
月
中
旬
に
至
っ
て
犬
山
城
下
の
神
護
 

山
先
聖
寺
第
五
代
の
住
持
で
あ
っ
た
臨
済
正
宗
第
三
十
七
世
の
東
州
衍
(

テ
ご
賢
禅
師
を
請
し
て
開
山
—と
し
た
と
あ
.

る
。
一
方
、 

大
正
三
年
に
黄
檗
宗
管
長
に
提
出
さ
れ
た
文
書
で
は
、
北
宗
禅
師
は
本
師
の
東
州
衍
(

テ
ご
賢
禅
師
を
勧
請
し
そ
の
隠
居
寺
と
し
 

て
入
寺
開
山
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
東
州
禅
師
は
、
寛
延
四
(
一
七
五
一
)
年
七
月
二
十
四
日
に
五
十
一
才
で
遷
化
。

開
山
の
東
州
禅
師
の
墓
石
碑
が
寺
領
地
に
無
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
提
出
書
類
に
は
「
禅
師
後
に
臨
川
寺
に
住
し
、
第
十
代
の
 

法
席
を
継
ぎ
徒
弟
を
し
て
、
当
山
(
正
福
寺
)
に
住
せ
し
む
」
と
あ
り
、
関
市
の
臨
川
寺
に
墓
石
碑
が
あ
る
の
か
…
.

…
。

?&革
で
 

i
、 
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_

開
祖
北
宗
禅
師
は
本
師
東
州
禅
師
を
勧
請
し
て
開
山
と
し
、
自
ら
は
第
二
代
の
席
を
継
ぎ
、
そ
の
後
を
墓
石
碑
は
無
い
が
天
桂
 

•
鐵
蚣
和
尚
•
大
圓
鏡
和
尚
と
相
継
ぎ
住
持
た
り
。
爾
来
法
席
継
承
其
人
を
得
ず
、
臨
川
寺
住
職
が
常
に
兼
務
し
看
坊
を

S
く
と
記
す
•
寺
領
地
内
に
は
鐵
蚣
和
尚
と
、
大
圓
鏡
和
尚
の
墓
碑
は
供
養
さ
れ
て
い
る
。

な
お
文
書
に
示
す
開
祖
の
北
宗
禅
師
は
、
自
分
の
師
で
あ
る
東
州
衍
賢
禅
師
を
勧
請
し
て
開
山
と
し
、
自
ら
正
福
寺
の
第
一
 

世
の
席
を
継
い
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
師
の
東
州
禅
師
を
立
て
た
も
の
で
、
実
際
は
第
一
世
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
•

※
東
州
衍(H

と
賢
禅
師
は
羽
州
(
現
在
の
秋
田
県
•

山
形
県
)
の
人
。
犬
山
の
先
聖
寺
第
五
代
住
職
の
時
、 

正
福
寺
の
開
山
•
寛
延
四
年
(I

七
五
一
)
七
月
二
十
四
日
に
遷
化
•
法
寿
五
十
一
才
•

※
神
護
山
先
聖
寺
(

犬
山
)
の
末
寺
_—

秋
田
県
横
手
市
 
. 

^
岐
阜
県
各
務
原
市
.

-

旭
岡
山
三
井
寺
.

 

-

伊
吹
山
正
福
寺
_

関
市
下
迫
間

.
質
宮
山
正
渓
寺
，

-

愛
知
県
犬
山
市
.
.
.

三
寶
庵
。

寺
は
そ
の
後
数
十
年
を
経
て
当
山
中
興
の
孝
道
禅
尼
首
座
(
墓
石
碑
あ
り
、
明
治
二
十
七
「
一
八
九
四
」
年
寂
)
に
至
る
。 

時
に
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
朝
の
濃
尾
大
震
災
に
際
し
、
堂
宇
全
壊
•
孝
道
禅
尼
は
す
ぐ
堂
宇
再
建
に
尽
し
、
そ
の
復
 

旧
に
力
を
尽
く
す
。
こ
の
た
め
、
明
治
二
十
七
年
の
二
月
に
現
在
の
堂
宇
の
俊
エ
を
見
る
。

記
述
に
は
'

 
こ
の
年
の
三
月
、
孝
道
禅
尼
は
病
を
得
て
示
寂
と
記
す
。
堂
宇
完
成
後
ニ
ケ
月
目
の
こ
と
で
あ
る
。
記
述
は
、 

な
お
続
い
て
そ
の
後
、
当
山
に
尽
く
し
た
る
功
や
偉
大
な
り
と
結
ぶ
•
明
治
四
十
三
年
十
一
月
三
十
日
、
山
田
俊
道
氏
が
住
職
 

の
任
に
就
い
た
時
の
記
で
あ
る
•
現
在
無
住
の
た
め
廃
墟
化
の
堂
宇
は
、
こ
の
時
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
•
本
堂
の
中
か
ら
 

こ
れ
を
証
明
す
る
棟
上
げ
を
記
入
し
た
板
が
出
て
い
る
•

こ
の
正
福
寺
は
、
二
百
五
十
年
ほ
ど
の
歴
史
を
経
て
い
る
が
'

 
現
在
も
含
め
て
過
去
に
も
し
ば
し
ば
無
住
職
の
期
間
が
あ
つ
 

た
。
小
寺
の
宿
命
と
し
て
、
運
命
と
は
言
え
寂
し
い
が
、
昭
和
十
五
庚
辰
(
一
九
四
〇
)
年
俊
道
和
尚
が
寂
後
、
急
遽
入
寺
の
 

西
本
紹
堂
氏
が
後
を
継
い
だ
•
し
か
し
昭
和
五
十
五
年
五
月
六
日
、
西
本
氏
遷
化
。
美
濃
市
か
ら
入
寺
の
井
川
旭
光
の
時
代
に
 

な
る
と
寺
は
寂
れ
、
そ
の
井
川
氏
(
正
式
な
僧
籍
は
不
詳
)
が
昭
和
六一

(一

九
八
六
)
年
に
没
す
る
と
、
単
な
る
留
守
居
気
 

分
の
彼
の
息
子
は
寺
を
守
る
と
云
つ
た
意
識
は
無
く
、
不
良
交
友
、
半
ば
暴
力
団
化
の
類
の
た
ま
り
場
と
利
用
•
し
た
い
放
題
 

で
信
徒
た
ち
も
危
険
で
何
な
ら
な
い
状
態
を
呈
し
、
気
が
付
く
と
荒
れ
た
廃
墟
の
寺
と
化
し
て
い
た
•

幸
い
信
徒
代
表
他
の
人
々
の
懸
念
も
あ
り
、
眞
聖
寺
住
職
の
協
力
で
仏
具
等
の
散
逸
を
防
ぐ
処
置
が
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、 

時
既
に
遅
く
、
不
良
者
の
行
為
に
よ
り
本
尊
の
観
世
音
菩
薩
及
び
寺
宝
等
は
既
に
盗
み
出
さ
れ
て
い
た
•
眞
聖
寺
で
は
再
建
に
 

備
え
て
、
別
に
本
尊
も
用
意
さ
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
次
第
で
あ
る
•



並本開開宗住

諸尊基山派職 
佛

現場見取

井
上
英
樹
(

代
務
住
職
)

 

浄
土
真
宗
(

本
願
寺
派
)

 

浄
誓
和
尚
(

慶
長
年
間
)

阿
弥
陀
如
来

三
朝
高
僧
.

顕
如
上
人
.

聖
徳
太
子
.

他

各
務
原
市
那
加
長
塚
町
一
丁
目
一
二
七
番
地
 

I

岐
阜
バ
ス
手
力
雄
神
社
前
下
車
南
入
り
徒
歩
三
分
 

T
E
L
.
〇
五
八
三
(

八
二
)
一
六
六
八

^
 

¢
1
 

t
 
f
t
 
I
T
 
(

以
上
の
理
由
に
よ
り
現
時
点
で
は
無
い
)

木
歴
代
住
職
の
墓
碑

 
仏
像
仏
目
ー
ハ
位
牌
等

実

静

山

大

願

寺
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き後院た願

月
十
九
日
 

月
十
九
日
 

月
十
九
日
 

月
十
七
日
 

月
九
日

月

11

十
七
日
 

月
二
十
七
日

月
十
三
日
 

月
 一

日

月
二
十
六
日

(

釋
了
源
•
圓
誓
舎
弟
非
代
)

 

出生年月日5
.
.
.
.

出生年月日S
.
.
.

出生年月日S
.
.
.

元
嫌
土
 11 s
u
-tr0

0
}

年
出
生
.
.

享保二〇

乙卯(I

七三五)
年
出
生
.
.

明
和
八
辛
卯U

七
七
二
年
出
生
.
.

寅
政
元
己
西
二
七
八
九
)

年
出
生
.
.

S
十
戊
午
二
七
九
八
}

年
出
生
.
.

天
保
九
戊
戌
—八111

八)
年九月十七日出生：
. 

1
丁
卯
_

八六七)
年十|
月十八日出生：

寺
に
つ
い
て
も
他
の
那
加
地
区
内
の
寺
院
と
同
様
に
、
各
務
原
市
の
記
録
と
し
て
列
記
す
べ
き
で
 

が
、
前
住
職
の
「
た
と
え
各
務
原
市
で
あ
ろ
ぅ
と
一
切
係
わ
り
不
要
：
」
と
の
為
'

 

先
の
那
加
地
 

薄
に
は
不
記
載
の
止
む
無
き
に
至
っ
た
。
.
.
.
.

し
か
し
、

.

.

.

平
成
十
年
度
に
至
り
、
代
務
住
職
の
出
さ
れ
た
蓮
如
上
人
五
百
回
遠
忌
法
要
記
念
の
冊
子
に
 

、
せ
っ
か
く
歴
史
の
あ
る
寺
院
で
あ
る
た
め
歴
代
住
職
等
に
つ
い
て
改
め
て
記
述
す
る
•

(

編
集
者
.

小5
)

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 
寂
年
そ
の
他
不
詳

第
二
十
一
世
釋
行
運
 

第
二
十
二
世
釋
博
雲

明1
〇丁0
_
八九
七
)

年
八
月
八
日
出
生
： 

大正十五丙寅(
一九二六)
年十月十五日出生•

昭
和
三
三
戊
戌
 

平
成
八
丙
子

九
五
八
)
年
九
月
七
日
5
1

才)
：•
寂
 

九
九
六
)
年
八
月
二
十
八
日
(

七I

才)
…
.

寂

由

 
緒

當
山
由
緒
に
よ
る
と
、
削
立
移
転
に
つ
い
て
天
福
元
年
、
癸
巳
の
年
(

四
条
天
皇
の
時
代
)
に
尾
張
の
国
葉
栗
郡
の
村
久
野
 

の
庄
、
飛
保
の
郷
に
創
立
•
そ
の
後
慶
長
三
戊
戌
の
年
に
年
中
事
縁
に
よ
っ
て
本
国
を
退
き
、
現
住
地
に
移
転
し
た
。

尚
、
當
寺
は
往
古
天
台
宗
の一

寺
で
あ
っ
た
が
創
立
開
祖
不
審
、
天
福
元
年
の
頃
祖
先
正
慶
、
三
州
矢
作
の
宿
柳
堂
に
於
て
 

高
祖
親
鸞
聖
人
に
謁
し
、
聞
法
歓
喜
し
て
弟
子
と
な
る
•
(
註
•

他
の
資
料
で
は
、
嘉
禎
元
乙
未
「
一
二
三
五
」
年
に
関
東
か
 

ら
帰
路
の
親
鸞
が
此
の
年
三
月
、
三
州
矢
矧
の
柳
堂
で
化
導
し
た
と
あ
る
。
寺
伝
の
天
福
元
年
と
は
二
年
の
開
き
あ
り
：
？
)

 

こ
の
時
親
鸞
の
弟
子
と
な
っ
た
正
慶
の
俗
称
は
、
伝
え
に
よ
る
と
後
鳥
羽
帝
の
寵
臣
で
宮
田
杢
之
介
正
慶
な
り
。

正
慶
は
藤
原
鎌
足
七
代
の
後
胤
、
眞
夏
卿
之
末
子
で
従
五
位
下
遠
江
守
十
三
代
の
末
裔
に
し
て
、
建
久
の
頃
、
無
情
を
感
じ
て
 

出
家
し
、
正
慶
法
師
と
號
す
，

叡
山
余
河
(

横
川
)
に
住
し
、
源
信
僧
都
真
筆
の
画
像
阿
弥
陀
如
来
を
得
て
、
有
縁
な
り
と
信
仰
し
一
心
に
念
仏
す
。

後
、
承
久
の
乱
に
後
鳥
羽
上
皇
が
隠
岐
の
国
に
遷
幸
の
こ
と
を
拝
聞
し
、
正
慶
は
そ
の
御
配
所
に
至
る
。
上
皇
は
叡
感
浅
か
ら
 

ず
'

 
こ
の
時
御
製
の
和
歌
、
宸
筆
の
色
紙
等
を
賜
う
。
そ
れ
よ
り
諸
国
を
遍
歴
し
當
国
(

飛
保
之
郷
)
に
来
た
り
て
當
寺
に
住
 

す
。そ

の
後
、
三
州
城
主
の
安
藤
権
守
(

法
名
•

圓
善
)
の
子
供
を
養
子
と
し
て
寺
職
に
付
か
せ
る
•
こ
れ
、
第
二
世
の
[B 

智
な
り
•
そ
う
し
た
縁
り
も
あ
っ
て
、
順
徳
帝
に
仕
え
た
北
面
の
武
士
安
藤
権
守
(

安
城
の
城
主
か
：
？
)
は
、
承
久
の
乱
の
 

あ
と
當
所
に
住
し
、
正
慶
の
為
に
檀
越
(

開
基
)
と
し
て
草
堂
を
起
立
す
*

正
慶
は
此
の
草
堂
に
絵
像
の
阿
弥
陀
GP来
を
本
尊
と
し
て
、
傍
ら
に
は
伝
来
の
聖
徳
太
子
の
木
造
を
安
置
す
。
今
の
上
宮
寺
 

は
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
絵
像
の
阿
弥
陀
如
来
は
、
現
在
「大
泉
寺
に
あ
り
、
そ
の
子
細
は
、
正
慶
六
代
の
孫
•
乗
珎
(

じょうちん)

の
末
子
、
乗
秀
が
此
の
本
尊
を
供
奉
し
て
美
濃
の
国
各
務
郡
蘇
原
之
庄
に
一
宇
を
起
立
す
。
今
の
大
泉
寺
が
是
れ
な
り
。

そ
の
後
慶
長
年
中
(一

五
九
六
〜
一
六一

五
年
間
)
に
至
り
、
尾
州
は
国
守
の
命
に
よ
り
真
宗
本
願
寺
末
は
、
東
本
願
寺
に
 

転
属
す
，

よ
っ
て
正
慶
十
二
代
の
孫
「浄
誓
」
(
一
六
四
五
年
四
月
寂
)
は
従
来
の
規
礎
を
離
れ
ず
、
本
国
を
退
去
し
、
寺
を
現
住
地
 

に
移
転
す
。
當
寺
の
旧
住
所
地
の
尾
州
葉
栗
郡
村
久
野
之
庄
飛
保
之
郷
は
こ
れ
な
り
*
當
寺
を
尾
州
よ
り
の
通
寺
と
し
て
、
大
 

願
寺
と
云
う
•
本
寺
は
旧
住
所
地
に
於
て
尾
州
六
坊
の
一
つ
な
り
•
即
ち
、
當
寺
並
び
に
上
宮
寺
•

勝
林
寺
.

報
土
寺
•

西
正
 

坊
•

西
方
寺
を
云
う
•

か
っ
て
は
'

 

上
宮
寺
を
東
ノ
坊
と
い
い
'

 

當
寺
(

大
願
寺
)
を
西
ノ
坊
と
称
し
た
り
•



近
古
に
は
當
寺
を
中
本
山
と
称
し
、
郡
上
郡
初
音
村
の
安
楽
寺
、
同
郡
石
原
村
の
明
願
寺
の
二
末
寺
を
有
し
て
い
た
が
、
明
 

治
十I
年
(
一
八
七
八
)
頃
に
離
末
す
•

寺

宝

等

木
「
和
朝
親
鷲
聖
人
御
影
」 
裏
書
き
(

釋
准
如
•

花
押
)
慶
長
六
年
辛
丑
(I

六
〇1

)
霜
月
十
五
日
書
•

尾
州
葉
栗
郡
村
久
野
庄
飛
保

木
「
方
便
法
身
尊
像
」

木
「
顕
如
上
人
真
影
」

n
p

裏
書
き
(

大
谷
本
願
寺
釋
実
如
.
花
押
)
永
正
十
五
年
戌
寅
(一

五
一
八
)
四
月
一
日
 

川
野
門
徒
大
願
寺
尾
州
葉
栗
郡
•

方
便
法
身
尊
像
.
飛
保
郷
惣
道
場
物
也

裏
書
き
(

大
谷
本
願
寺
釋
教
如
.
花
押
)
文
禄
二
年
癸
巳
(一

五
九
三
)
五
月
十
六
日
 

尾
州
葉
栗
郡
村
久
野
庄
飛
保
郷
•

大
願
寺
常
住
物
也
■
願
主
釋
浄
誓

取
材
不
能
に
つ
き
、
詳
細
は
不
記
載

歴

代

住

職

碑

.

.

.
 
前
記
理
由
に
よ
り
調
査
不
能
、
不
記
載

以
上

あ

各
務
原
市
内
寺
院
簿
(

そ
の
四
)
の
発
刊
は
、
一
つ
の
報
告
書
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
だ
け
 

で
は
な
く
、
市
内
寺
院
全
部
の
名
簿
が
完
成
し
た
こ
と
で
あ
り
、
各
務
原
市
歴
史
サ
—
ク
ル
活
 

動
の
大
き
な
成
果
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
各
務
原
市
の
歴
史
解
明
の
貴
重
な
資
料
と
 

し
て
利
用
さ
れ
て
行
く
こ
と
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

十
年
間
に
わ
た
る
調
査
•
編
集
作
業
は
、
会
員
の
方
々
の
努
力
と
歴
史
解
明
と
い
う
あ
つ
い
 

情
熱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
渡
る
調
査
編
集
期
間
や
調
査
者
の
思
い
な
ど
で
統
一
的
な
編
集
が
な
さ
れ
て
い
な
い
 

部
分
も
有
り
ま
す
が
、
編
集
者
の
意
志
を
尊
重
し
原
文
を
重
視
し
て
刊
行
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
す
ば
ら
し
い
活
動
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
共
に
、
微
力
で
は
ご
 

ざ
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
こ
う
し
た
活
動
を
支
援
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

発
刊
に
当
た
り
、
調
査
•
編
集
に
携
わ
れ
た
会
員
の
方
々
や
、
ご
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
寺
 

院
関
係
者
の
皆
様
方
に
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
一
年
三
月

各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館

_

 
館
長
小
川
和
正



み
が

務

各平
成
十
一
年
三
月

の

寺

院

そ
の

編
集
各
務
原
市
歴
史
サ
—
ク
ル
 

発
行
各
務
原
市
歴
史
民
俗
資
料
館
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